
 

今回は初夏の江府町の様子や、江尾十七夜の火文字エリア 

へ登ってみた時のレポートなどをお送りします！ 
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日に日に暑さが増して、すっかり陽も長くなり、いよいよ夏本番ですね！ 

奥大山・江府町の風景も緑が濃くなってきました(^^) 

毎年避暑地としてよく行く木谷沢渓流。 

靄がかかっているととっても幻想的で別の世

界に迷い込んだような気持ちになります★ 

今年も生け簀の上にせり出した枝にモリアオ

ガエルのもこもこした卵がついていました！ 

木谷沢渓流 



 

のんびりと散策していたら、お食事中のへび

さんを踏みそうになってとってもびっくりし

ました！(＞＜) 

きっとへびさんもびっくりしただろうな。 

ごめんね、へびさん・・・(＞＜) 

踏んづけなくて本当によかったです。 

山頂付近もちょこちょこ緑に

なって、夏山に衣替えした大

山がとっても爽やかで綺麗に

見えますよ～(・∇・) 

この写真を撮影した日はたま

たま観光客の方がいなかった

んですが、お天気のいい日や

休日などは車やバイクがたく

さん停まっています。 

鍵掛峠 

鬼女台 

一面緑で見晴らしもよく、お気に入りのスポットです(^^)♪ 

展望台でぼーっと過ごしたあと、売店も開いていたのでゆっくり見て 

まわったり、ソフトクリームを食べたりしました！ 

 



 

サージタンク 

→毛無山登山道入り口にあるサージタンクへ

久しぶりに行きました！ 

ここからも大山と烏ヶ山を一望出来ます(^^) 

今年はコロナウイルス対策で毛無山登山して

カタクリの花を見ることが出来なかったの

で、来年は登りたいです！★ 

御机の茅葺小屋 

←初夏の原風景を撮るならここですね！ 

田んぼに反射した奥大山がいい感じです！ 

青空がとっても映えますね～(・∇・) 

こちらも有名なスポットなので、写真を撮り

に来る方がたくさんおられました♪♪ 
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青空と緑に囲まれた大山を 

見ると、「夏が来たなー！」と感じて 

なんだかわくわくしちゃいます(・∇・)♪ 

コロナウイルスや熱中症など、気をつけなくちゃいけない 

ことが多いこの頃ですが、奥大山・江府町の風景が 

少しでもみなさんの癒しになればと思います！ 

最後にフォトギャラリーもありますので、 

そちらも是非チェックしてくださいね(^^) 

江府町の観光地やえびふらいでーに関する

ご意見・お問い合わせなどはこちら↓ 



 エリアへ登ってみた！ 

6 月 9 日(火)の午前中、江府町役 

場農林産業課の職員さん、江府 

町観光協会の職員さんと一緒に 

江尾十七夜で火文字を灯す現場 

の下見へ行って来ました(・∇・) 

この日は朝からとってもいいお天気でした！ 

エミーズカフェがあるあたりから山の中へ入って行きます。 

入ってすぐは竹藪になっていました。 

笹の落ち葉で足元がふかふか～どころではなく、しっかり踏

みしめているのにするする滑って転びそうになるし、なかな

か先へ進めないし、苦戦しました(＞＜) 

しばらく進むと竹がなくなり、

杉だらけの道に変わってきま

した。 

笹の落ち葉もなくなって歩き

やすくなりました！ 

視界が開けた所に出たら、木々

の向こうに小さく町が見えま

した！(^^) 

もっと上に行ったらどんな風に町が見えるんだ

ろうと、わくわくしながら更に進んで行きます。 

すると、だんだん草が生い茂った道になり、手

でかき分けながら進まないといけなくなってき

ました。 

足元も草で全く見えないし、急斜面なので、転

がり落ちてしまわないよう、一歩一歩慎重に登

って行きます。 

 



 

だんだん町の見える範囲が

広くなってきました！ 

遠くに田んぼも見えます。 

暑さも忘れてしばらく眺め

ていました(^^) 

 

更に登って行けるのです

が、あまりにも草が生い茂

っているので、これ以上進

むのは難しいとの判断で、

やむを得ず下山することに

なりました(＞＜) 

 

今回初めて火文字区域に行きましたが、急

斜面で道幅も狭く、進むのが大変でした。 

今年は十七夜の開催はありませんが、来年

のためにきちんと草刈りをしておかない

と、と職員さんは話しておられました。 

毎年当たり前のように見ていた火文字です

が、準備期間から当日まで、見えないとこ

ろでたくさんの方が草を刈ったり、火を灯

すための道具を担いで登ったりと、十七夜

のために頑張っておられるんだなと感動し

ました★ 

来年からはこれまでと違った気持ちで火文

字を見ることが出来そうです♪ 

また登る機会があったら、次は一番上まで

登ってみたいと思います！(・∇・) 
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江尾十七夜に関するお問い合わせはこちら↓ 



 



 



 


